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１．多自然川づくりをめぐる最近の動向

２．多自然川づくりを支援する技術の体系化に向けた試み

「多自然川づくり基本指針」（平成１８年１０月）
①多自然型川づくり実施要領の廃止
→多自然川づくりの新たな展開の方向性を示す

②「多自然川づくり」をすべての川づくりの基本とする
③川づくりのあらゆるプロセスを通じて

「多自然川づくり」を実現

平成２０年３月
「中小河川に関する河道計画の技術基準について」
中小河川の河道計画を治水上の合理性を保ちつつ、多自然川づくり
への全面的な展開を促進していくために、河川砂防技術基準におけ
る河道計画のうち、特に中小河川における河道計画を補足し、計画
作成に当たっての基本的考え方及び留意事項をとりまとめたもの

表１ 掘削ケースにおける治水・環境予測比較表

平成１７年10月 激特事業及び災
害助成事業等における多自然川づく
りアドバイザー制度
（実績）山附川（H17,宮崎県）、妙正
寺川（H17,東京都）、川内川（H18,
鹿児島県）、天竜川（H18,長野県）、
阿仁川（H19,秋田県）等

図１ 多自然川づくりを解説する技術資料の作成

図４ HEPを用いたハビタット評価システム
掘削後の河積変化 深掘れ進行抑制 浅い水域（30cm以下） 深い水域（２ｍ以上） 植生 自然河岸
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平成１８年５月 多自然型川づくりレビュー委員会提言
「多自然川づくりへの展開」

これからの川づくり
①課題が残る川づくりの解消

現在までの知見や技術が現場において現在までの知見
や技術が現場において十分に活用されるような施策を
進め、早急に成果を得る

②川づくり全体の水準の向上
中長期的に解決すべき課題も含めて、技術的な検討や
仕組みづくりに取り組む
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ポイントブックⅠ 改修時の課題と留意点 ポイントブックⅡ中小河川編 ポイントブックⅢ護岸編（作成中）

生息に適する条件 水深：0.1～0.6m

流速：0.2～1.0m/s

平均粒径：小礫、中礫

生息可能な条件 水深：0.6～1.8m

流速：0.2～1.0m/s

平均粒径：小礫、中礫

生息に不適

図２ 多自然川づくりを支援する技術の体系化と国総研取り組み

河道整備例

治水・環境・
管理目標の設定

起こりうる物理環境
（含む植生）変化例

（中流域）

植生消長サイクルの変化

砂州形状の変化

（中～下流域）

川幅縮小、河岸・高水敷形成、
高水敷堆積

砂州形状・植生の変化

（河口域）

河口干潟形状の変化

河床材料の変化

植生の変化

堰上流：河床低下

堰下流：河床上昇

〔簡易計算〕横断面ごと

植生消長ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄ開発

（当研究室HPで公開中）

河口干潟形成の定性的要因分
析

土砂動態・環境に及ぼす影響
の検討

ハビタット評価システム（図４，５）

②ユニット評価システム（魚類対象）

水深・流速・植生・河床材料から対象
水域をユニット区分

堰の改築・
撤去

河道掘削

河道整備の実施

治水と環境、維持管理を
勘案した河道計画

→植生変化
微地形変化

水深・流速・河床材料等の物理環境や植
生の分布からハビタット評価を行う

〔２次元河床変動・植生変化計算〕
植生消長を考慮した２次元河床変
動解析モデルの開発

河床高、水深、流速、河床材料、
植生の変化を面的に予測する

①HEPを用いたハビタット評価システム

SI曲線の設定→HSIの算出

（水深、流速、河床材料、植生、自然
河岸からの距離等）

①予測結果を踏まえた事後の戦略的モニタリング

治水上及び環境上ネックになりそうなところ

（例：河積の戻りが早い、深掘れの進行、アユの産卵場の変
化等）

②河道の維持管理目標設定に必要な調査

国総研の取り組み
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河道の応答を治水と環境保全の両面に織り込む技術の
体系化について

図５ ユニット評価システムを用いた表示例

山附川

図３－４ 掘削１０年後の平水位以上の裸地及び
細粒土砂が堆積した植生域の変化比較

図３ 遠賀川を対象とした河道掘削後の物理環境・植生変化予測結果

図３－１ 遠賀川を対象とした河道掘削ケース
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図３－３ 掘削後の河積経年変化比較

図３－５ 掘削後の植生面積変化比較

図３－２ 掘削１０年後の河床高分布比較

ケース②

ケース①

寄州の発達

中州の発達

深掘れの進行

寄州・中州の発達、深掘れの進行が遅い

河床高（Ｔ．Ｐ．ｍ）

遠賀川

多自然川づくりの方針・方向性
多自然川づくり推進のための具体的施策（最近の例）

平成２年 「多自然型川づくり」実施要領
多自然川づくりへの取り組みが本格化


